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(57)【要約】
【課題】無線通信装置が他の無線通信装置に関する機器
情報を効率的に表示することが可能な無線通信装置、無
線通信方法、プログラム、および無線通信システムを提
供する。
【解決手段】無線通信部１２０Ａと、無線通信部１２０
Ａによる周囲の無線機器１０Ｂの検出処理、検出処理に
おいて検出された無線機器１０Ｂとの接続処理、および
、接続処理において接続が確立された無線機器１０Ｂと
の通信を制御する通信制御部１４０Ａと、検出処理にお
いて無線機器１０Ｂから受信された機器情報を表示する
表示部１７０と、を備える、無線機器１０Ａが提供され
る。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線通信部と、
　前記無線通信部による周囲の無線通信装置の検出処理、前記検出処理において検出され
た前記周囲の無線通信装置との接続処理、および、前記接続処理において接続が確立され
た前記周囲の無線通信装置との通信を制御する通信制御部と、
　前記検出処理において前記周囲の無線通信装置から受信された機器情報を表示する表示
部と、
　を備える、無線通信装置。
【請求項２】
　前記表示部は、
　前記周囲の無線通信装置が複数存在する場合、前記機器情報ごとに送信元の前記周囲の
無線通信装置を表示する、
　請求項１に記載の無線通信装置。
【請求項３】
　前記機器情報は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトで規定されるＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙ手順におけるＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅの拡張フィー
ルドを用いて受信される、
　請求項１または２に記載の無線通信装置。
【請求項４】
　前記機器情報は、
　ＤＬＮＡデバイスの性能、および対応可能なコンテンツデータの種類のうちの少なくと
もいずれか１つである、
　請求項１から３のいずれか１項に記載の無線通信装置。
【請求項５】
　周囲の無線通信装置の検出処理を制御するステップと、
　前記検出処理において前記周囲の無線通信装置から受信された機器情報を表示するステ
ップと、
　前記検出処理において検出された前記周囲の無線通信装置との接続処理を制御するステ
ップと、
　前記接続処理において接続が確立された前記周囲の無線通信装置との通信を制御するス
テップと、
　を含む、無線通信方法。
【請求項６】
　コンピュータを、
　無線通信部と、
　前記無線通信部による周囲の無線通信装置の検出処理、前記検出処理において検出され
た前記周囲の無線通信装置との接続処理、および、前記接続処理において接続が確立され
た前記周囲の無線通信装置との通信を制御する通信制御部と、
　前記検出処理において前記周囲の無線通信装置から受信された機器情報を表示する表示
部と、
　を備える、無線通信装置として機能させるための、プログラム。
【請求項７】
　第１の無線通信装置を備えるとともに、
　無線通信部と、
　前記無線通信部による前記第１の無線通信装置の検出処理、前記検出処理において検出
された前記第１の無線通信装置との接続処理、および、前記接続処理において接続が確立
された前記第１の無線通信装置との通信を制御する通信制御部と、
　前記検出処理において前記第１の無線通信装置から受信された機器情報を表示する表示
部と、
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　を有する、第２の無線通信装置、
　を備える、無線通信システム。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信装置、無線通信方法、プログラム、および無線通信システムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　近日、ユーザによるコンテンツデータの利用の自由度を向上するために、複数のユーザ
機器でコンテンツデータを共有することが行われている。例えば、家庭用レコーダなどの
据え置き式のユーザ機器に録画されたコンテンツデータを、携帯電話や携帯型ゲーム機な
どのモバイル式のユーザ機器に送信することにより、ユーザは自宅外でも録画されたコン
テンツデータを楽しむことが可能となる。
【０００３】
　一方、Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅで策定されたＷｉ－Ｆｉダイレクトでは、複数の
無線機器が親機（Ｇｒｏｕｐ　Ｏｗｎｅｒ）または子機（Ｃｌｉｅｎｔ）のいずれとして
の役割を担うかを決定して通信グループを形成することが提案されている。ここで、親機
は簡易的なアクセスポイントとして動作し、１または２以上の子機を接続する機能を有す
る。なお、このようなＷｉ－Ｆｉダイレクトに従う無線通信システムについては例えば特
許文献１に記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－２４５９７５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記のような無線通信システムにおいては、無線通信装置が他の無線通信装置に関する
機器情報を取得して表示するための処理や消費電力を軽減することが望まれる。
【０００６】
　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、無線通信装置が他の無線通信装置に関する機器情報を効率的に表示することが可能な
、新規かつ改良された無線通信装置、無線通信方法、プログラム、および無線通信システ
ムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、無線通信部と、前記無線通信
部による周囲の無線通信装置の検出処理、前記検出処理において検出された前記周囲の無
線通信装置との接続処理、および、前記接続処理において接続が確立された前記周囲の無
線通信装置との通信を制御する通信制御部と、前記検出処理において前記周囲の無線通信
装置から受信された機器情報を表示する表示部と、を備える、無線通信装置が提供される
。
【０００８】
　前記表示部は、前記周囲の無線通信装置が複数存在する場合、前記機器情報ごとに送信
元の前記周囲の無線通信装置を表示することとしてもよい。
【０００９】
　前記機器情報は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクトで規定されるＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅ
ｒｙ手順におけるＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅの拡張フィー
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ルドを用いて受信されることとしてもよい。
【００１０】
　前記機器情報は、ＤＬＮＡデバイスの性能、および対応可能なコンテンツデータの種類
のうちの少なくともいずれか１つであることとしてもよい。
【００１１】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、周囲の無線通信装置の
検出処理を制御するステップと、前記検出処理において前記周囲の無線通信装置から受信
された機器情報を表示するステップと、前記検出処理において検出された前記周囲の無線
通信装置との接続処理を制御するステップと、前記接続処理において接続が確立された前
記周囲の無線通信装置との通信を制御するステップと、を含む、無線通信方法が提供され
る。
【００１２】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、コンピュータを、無線
通信部と、前記無線通信部による周囲の無線通信装置の検出処理、前記検出処理において
検出された前記周囲の無線通信装置との接続処理、および、前記接続処理において接続が
確立された前記周囲の無線通信装置との通信を制御する通信制御部と、前記検出処理にお
いて前記周囲の無線通信装置から受信された機器情報を表示する表示部と、を備える、無
線通信装置として機能させるための、プログラムが提供される。
【００１３】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、第１の無線通信装置を
備えるとともに、無線通信部と、前記無線通信部による前記第１の無線通信装置の検出処
理、前記検出処理において検出された前記第１の無線通信装置との接続処理、および、前
記接続処理において接続が確立された前記第１の無線通信装置との通信を制御する通信制
御部と、前記検出処理において前記第１の無線通信装置から受信された機器情報を表示す
る表示部と、を有する、第２の無線通信装置、を備える、無線通信システムが提供される
。
【発明の効果】
【００１４】
　以上説明したように本発明によれば、無線通信装置が他の無線通信装置に関する機器情
報を効率的に表示することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本発明の実施形態による無線通信システムの構成を示した説明図である。
【図２】第１の比較例による機器情報の表示手順を示した説明図である。
【図３】第２の比較例による機器情報の表示手順を示した説明図である。
【図４】無線機器のハードウェア構成を示したブロック図である。
【図５】本発明の実施形態による無線機器の構成を示した機能ブロック図である。
【図６】Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレームの構成例を示した説
明図である。
【図７】Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームの構成例を示
した説明図である。
【図８】本発明の実施形態による無線機器の全体動作を示したシーケンス図である。
【図９】本発明の実施形態による無線通信システムの構成例を示した説明図である。
【図１０】複数の無線機器の各々に関する機器情報の例を示した説明図である。
【図１１】無線機器検出時に実行される処理の流れの例を示すシーケンス図である。
【図１２】無線機器検出時に実行される処理の流れの例を示すシーケンス図である。
【図１３】無線機器検出時に実行される処理の流れの例を示すシーケンス図である。
【図１４】無線機器検出時に実行される処理の流れの例を示すシーケンス図である。
【図１５】機器情報の表示例を示す図である。
【図１６】機器情報の表示例を示す図である。
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【図１７】機器情報の表示例を示す図である。
【図１８】機器情報の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の実施の形態について詳細に説明する。なお、
本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については、同一
の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００１７】
　また、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する複数の構成要素を
、同一の符号の後に異なるアルファベットを付して区別する場合もある。ただし、実質的
に同一の機能構成を有する複数の構成要素の各々を特に区別する必要がない場合、同一符
号のみを付する。
【００１８】
　また、以下に示す項目順序に従って当該「発明を実施するための形態」を説明する。
　　１．無線通信システムの構成
　　２．無線機器のハードウェア構成
　　３．実施形態の説明
　　　　（無線機器の構成）
　　　　（動作例）
　　　　（無線機器検出の段階における処理）
　　　　（機器情報の表示例）
　　４．むすび
【００１９】
　　＜１．無線通信システムの構成＞
　本実施形態による無線通信装置（１０Ａ）は、
　Ａ．無線通信部（１２０）と、
　Ｂ．無線通信部による周囲の無線通信装置の検出処理、検出処理において検出された周
囲の無線通信装置との接続処理、および、接続処理において接続が確立された周囲の無線
通信装置との通信を制御する通信制御部（１４０）と、
　Ｃ．検出処理において周囲の無線通信装置から受信された機器情報を表示する表示部（
１７０）と、
　を備える。
【００２０】
　図１は、本発明の実施形態による無線通信システム１の構成を示した説明図である。図
１に示したように、本発明の実施形態による無線通信システム１は、無線機器１０Ａおよ
び１０Ｂを備える。
【００２１】
　無線機器１０Ｂは、図１に示したように例えば据え置き式の家庭用レコーダであり、取
得したコンテンツデータを記憶する。無線機器１０Ｂは、例えば、ＢＳ（Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　Ｓａｔｅｌｌｉｔｅ）放送、ＣＳ（ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　ｓａｔｅｌｌ
ｉｔｅ）放送、地上波デジタル放送、地上波アナログ放送、ケーブル放送などのテレビジ
ョン方法を受信することにより、コンテンツデータとしてテレビジョン番組を取得しても
よい。
【００２２】
　なお、コンテンツデータはテレビジョン番組に限定されない。例えば、コンテンツデー
タは、音楽、講演およびラジオ番組などの音声データや、映画、ビデオプログラム、写真
、文書、絵画および図表などの映像データや、ゲームおよびソフトウェアなどであっても
よい。
【００２３】
　また、無線機器１０Ｂは、無線機器１０Ａと無線通信することができる。具体的には、
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無線機器１０Ｂは、Ｗｉ－Ｆｉ　Ａｌｌｉａｎｃｅで策定されたＷｉ－Ｆｉダイレクトに
従って無線機器１０Ａと通信グループを形成し、通信グループを形成した無線機器１０Ａ
とアクセスポイントを介さずに無線通信することができる。なお、無線機器１０Ａおよび
無線機器１０Ｂは、同じアクセスポイント（ＡＰ）に接続されている場合であっても、例
えばＩＥＥＥ８０２．１１ｚ（ＴＤＬＳ）等を使用する直接通信を行ってもよい。
【００２４】
　無線機器１０Ａは、図１に示したようにモバイル式のゲーム機であり、記憶しているコ
ンテンツデータを再生する。例えば、無線機器１０Ａは、無線機器１０Ｂと無線通信する
ことにより、無線機器１０Ｂに記憶されたコンテンツデータを共有することができる。こ
れにより、ユーザは無線機器１０Ｂにより取得されたコンテンツデータを自宅外でも楽し
むことが可能となる。
【００２５】
　なお、図１においては無線機器１０Ａの一例としてゲーム機を示し、無線機器１０Ｂの
一例として家庭用レコーダを示しているが、無線機器１０はこれらの例に限定されない。
例えば、無線機器１０は、ＰＣ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｃｏｍｐｕｔｅｒ）、家庭用ゲーム
機器、家電機器、携帯電話、ＰＨＳ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈａｎｄｙｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓ
ｔｅｍ）、携帯用音楽再生装置、携帯用映像処理装置、などの情報処理装置であってもよ
い。
【００２６】
　また、無線機器１０Ａは、無線機器１０Ｂから機器情報を取得し、無線機器１０Ｂから
取得した機器情報を表示する機能も有している。しかし、機器情報の表示に関してはいく
つかの問題がある。以下、図２および図３を参照し、これらの問題について簡単に説明す
る。
【００２７】
　まず、無線機器１０Ａのようなモバイル機器では電源が限られているので、無線機器１
０Ａが無線機器１０Ｂから機器情報を取得するために無線機器１０Ａおよび１０Ｂを常時
接続しておくことは現実的でない。このため、第１の比較例では、ユーザ操作に応じて図
２に示す手順に従い機器情報を通信する。
【００２８】
　図２は、第１の比較例による機器情報の表示手順を示した説明図である。図２に示した
ように、第１の比較例による無線機器＃１および＃２は、まず互いの存在を検出し（Ｓ１
１）、無線ネットワークを設定し（Ｓ１２）、ＩＰネットワークを設定する（Ｓ１３）。
その後、無線機器＃１は、無線機器♯２と通信することにより無線機器♯２から機器情報
を取得し（Ｓ１４）、取得した機器情報を表示する（Ｓ１５）。
【００２９】
　このように、第１の比較例では、機器情報を表示するためにＩＰネットワークの設定お
よび無線ネットワークの設定が必要である。しかし、機器情報を表示するためであれば、
無線機器＃１が実際に無線機器＃２にアクセスする必要がない場合もあり得る。この第１
の比較例では、そのような場合であってもＩＰネットワークの設定および無線ネットワー
クの設定を行うため、ユーザにとって快適な利用環境を提供することが困難であった。
【００３０】
　図３は、第２の比較例による機器情報の表示手順を示した説明図である。この第２の比
較例による判断手順はＷｉ－Ｆｉダイレクトに準拠しており、第２の比較例による無線機
器＃１および＃２は、無線機器検出の段階でＳｅｒｖｉｃｅ　Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙと呼ば
れる手順により無線ネットワーク構築のための情報以外の情報を通信できる（Ｓ２１）。
【００３１】
　しかし、無線ネットワーク構築のための情報以外の情報として仕様上で規定されている
のは、各無線機器１０が提供できるサービス（ＵＰｎＰデバイスの種類またはＵＰｎＰサ
ービスの種類、ＤＬＮＡデバイスの種類など）である。このため、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト
に準拠する第２の比較例であっても、機器情報のうちの、例えば、ＤＬＮＡ（Ｄｉｇｉｔ
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ａｌ　Ｌｉｖｉｎｇ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ａｌｌｉａｎｃｅ）デバイスの性能、対応可能な
コンテンツデータの種類などは、無線ネットワーク設定（Ｓ２２）、およびＩＰネットワ
ーク設定（Ｓ２３）の後に取得され（Ｓ２４）、表示される（Ｓ２５）。したがって、第
２の比較例でも、第１の比較例と同様に、本来不要である無線ネットワークやＩＰネット
ワークの設定が行われてしまうという問題がある。
【００３２】
　そこで、上記事情を一着眼点にして本発明の実施形態を創作するに至った。本発明の実
施形態によれば、無線ネットワークやＩＰネットワークの設定前に機器情報を表示できる
ので、無線機器１０が他の無線機器１０に関する機器情報を効率的に表示することが可能
となる。以下、このような無線機器１０のハードウェア構成例を説明した後に、本発明に
よる実施形態を詳細に説明する。
【００３３】
　　＜２．無線機器のハードウェア構成＞
　図４は、無線機器１０のハードウェア構成を示したブロック図である。無線機器１０は
、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）１０１と、ＲＯＭ（Ｒｅ
ａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）１０２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）１０３と、ホストバス１０４と、を備える。また、無線機器１０は、ブリッジ
１０５と、外部バス１０６と、インタフェース１０７と、入力装置１０８と、出力装置１
１０と、ストレージ装置（ＨＤＤ）１１１と、ドライブ１１２と、通信装置１１３とを備
える。
【００３４】
　ＣＰＵ１０１は、演算処理装置および制御装置として機能し、各種プログラムに従って
無線機器１０内の動作全般を制御する。また、ＣＰＵ１０１は、マイクロプロセッサであ
ってもよい。ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵ１０１が使用するプログラムや演算パラメータ等を
記憶する。ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０１の実行において使用するプログラムや、その実
行において適宜変化するパラメータ等を一時記憶する。これらはＣＰＵバスなどから構成
されるホストバス１０４により相互に接続されている。
【００３５】
　ホストバス１０４は、ブリッジ１０５を介して、ＰＣＩ（Ｐｅｒｉｐｈｅｒａｌ　Ｃｏ
ｍｐｏｎｅｎｔ　Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔ／Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）バスなどの外部バス
１０６に接続されている。なお、必ずしもホストバス１０４、ブリッジ１０５および外部
バス１０６を分離構成する必要はなく、一のバスにこれらの機能を実装してもよい。
【００３６】
　入力装置１０８は、マウス、キーボード、タッチパネル、ボタン、マイクロフォン、ス
イッチおよびレバーなどユーザが情報を入力するための入力手段と、ユーザによる入力に
基づいて入力信号を生成し、ＣＰＵ１０１に出力する入力制御回路などから構成されてい
る。無線機器１０のユーザは、該入力装置１０８を操作することにより、無線機器１０に
対して各種のデータを入力したり処理動作を指示したりすることができる。
【００３７】
　出力装置１１０は、例えば、ＣＲＴ（Ｃａｔｈｏｄｅ　Ｒａｙ　Ｔｕｂｅ）ディスプレ
イ装置、液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）装置、ＯＬＥＤ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅ
ｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）装置およびランプなどの表示装置を含む。さらに、出力装
置１１０は、スピーカおよびヘッドホンなどの音声出力装置を含む。出力装置１１０は、
例えば、再生されたコンテンツを出力する。具体的には、表示装置は再生された映像デー
タ等の各種情報をテキストまたはイメージで表示する。一方、音声出力装置は、再生され
た音声データ等を音声に変換して出力する。
【００３８】
　ストレージ装置１１１は、本実施形態にかかる無線機器１０の記憶部の一例として構成
されたデータ格納用の装置である。ストレージ装置１１１は、記憶媒体、記憶媒体にデー
タを記録する記録装置、記憶媒体からデータを読み出す読出し装置および記憶媒体に記録
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されたデータを削除する削除装置などを含んでもよい。ストレージ装置１１１は、例えば
、ＨＤＤ（Ｈａｒｄ　Ｄｉｓｋ　Ｄｒｉｖｅ）で構成される。このストレージ装置１１１
は、ハードディスクを駆動し、ＣＰＵ１０１が実行するプログラムや各種データを格納す
る。
【００３９】
　ドライブ１１２は、記憶媒体用リーダライタであり、無線機器１０に内蔵、あるいは外
付けされる。ドライブ１１２は、装着されている磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディ
スク、または半導体メモリ等のリムーバブル記憶媒体２００に記録されている情報を読み
出して、ＲＡＭ１０３に出力する。また、ドライブ１１２は、リムーバブル記憶媒体２０
０に情報を書き込むこともできる。
【００４０】
　通信装置１１３は、例えば、周囲の無線機器１０に接続するための通信デバイス等で構
成された通信インタフェースである。また、通信装置１１３は、無線ＬＡＮ（Ｌｏｃａｌ
　Ａｒｅａ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）対応通信装置であっても、ＬＴＥ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　
Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ）対応通信装置であっても、有線による通信を行うワイヤー通信装置
であってもよい。
【００４１】
　　＜３．実施形態の説明＞
　以上、本発明の実施形態による無線機器１０のハードウェア構成を説明した。続いて、
図５～図１８を参照し、本発明による実施形態を詳細に説明する。
【００４２】
　　　（無線機器の構成）
　図５は、本発明の実施形態による無線機器１０Ａおよび１０Ｂの構成を示した機能ブロ
ック図である。図５に示したように、実施形態による無線機器１０Ａは、無線通信部１２
０Ａ、記憶部１３０Ａ、通信制御部１４０Ａ、操作部１６０、および表示部１７０を有す
る。同様に、無線機器１０Ｂは、無線通信部１２０Ｂ、記憶部１３０Ｂ、および通信制御
部１４０Ｂを有する。
【００４３】
　無線機器１０Ａの無線通信部１２０Ａは、通信制御部１４０Ａによる制御に従い、周囲
の無線機器１０Ｂを検出するための通信、検出した無線機器１０Ｂとの無線接続を確立す
るための通信、および無線機器１０Ｂとの機器情報の通信などを行う。
【００４４】
　具体的には、無線通信部１２０Ａは、周囲の無線機器１０Ｂを検出するための無線機器
検出処理において、例えばプローブリクエストと呼ばれる応答要求信号、およびプローブ
レスポンスと呼ばれる応答信号を送受信する。
【００４５】
　例えば、無線通信部１２０Ａがプローブリクエストの送信側である場合、無線通信部１
２０Ａは、当該プローブリクエストに応答するプローブレスポンスを周囲の無線機器１０
Ｂから受信することにより、無線機器１０Ｂの存在を検出できる。一方、無線通信部１２
０Ａは、周囲の無線機器１０Ｂからプローブリクエストを受信した場合、この受信により
無線機器１０Ｂの存在を検出すると共に、当該プローブリクエストに応答するプローブレ
スポンスを送信することにより、無線機器１０Ｂも無線機器１０Ａの存在を検出すること
が可能となる。
【００４６】
　また、無線通信部１２０Ａは、無線機器検出処理において、機器情報を例えばＷｉ－Ｆ
ｉダイレクトで規定されるＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ手順を用いて無線機器１
０Ｂと通信する。
【００４７】
　Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ手順においては、一方の無線機器がＳｅｒｖｉｃ
ｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙと呼ばれるサービス問い合わせ信号を送信し、他方
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の無線機器がＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅと呼ばれるサービ
ス応答信号で応答する。ここで、図６および図７を参照し、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏ
ｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレーム、およびＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐ
ｏｎｓｅフレームの構成例を説明する。
【００４８】
　図６は、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレームの構成例を示した
説明図である。図６に示したように、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙ
フレームは、処理の信号パターンを有するプリアンブル、送信元や宛先などのアドレス情
報を含むＭＡＣヘッダ、他の無線機器１０に対する要求フレームとして定義されるＧＡＳ
（Ｇｅｎｅｒｉｃ　Ａｄｖｅｒｔｉｓｅｍｅｎｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅｓ）＿Ｉｎｉｔｉａｌ
＿Ｒｅｑｕｅｓｔ＿Ｆｒａｍｅ、および、フレーム内の誤りを検出するためのＦＣＳ（Ｆ
ｒａｍｅ　Ｃｈｅｃｋ　Ｓｅｑｕｅｎｃｅ）を含む。また、ＧＡＳ＿Ｉｎｉｔｉａｌ＿Ｒ
ｅｑｕｅｓｔ＿Ｆｒａｍｅは、ＧＡＳヘッダおよびＡＮＱＰ（Ａｃｃｅｓｓ＿Ｎｅｔｗｏ
ｒｋ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｑｕｅｓｔを含む。
【００４９】
　ここで、本発明の実施形態によるＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｑｕｅｓｔは、詳細につ
いては後述するが、検索対象とする無線機器１０Ｂの機器情報を含んでもよい。例えば、
ＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｑｕｅｓｔに含まれるサービスタイプまたはペイロードには
、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレームの検索対象とする無線機器
１０の機器情報が記載されてもよい。ＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｑｕｅｓｔは、拡張フ
ィールドに相当する。特に、ＤＬＮＡデバイスの性能、対応可能なコンテンツデータの種
類については、Ｂｏｎｊｏｕｒ、ＵＰｎＰ、ＷＳ－Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙなどにおいて現在
定義されていない。そこで、例えば、ペイロードに設定される値として、ＤＬＮＡデバイ
スの性能、対応可能なコンテンツデータの種類を示す値を独自に定義する手法が想定され
る。その場合には、例えば、ペイロードに設定される値を独自に定義するための所定の値
をサービスタイプに設定すればよい。また、ＤＬＮＡデバイスの性能、対応可能なコンテ
ンツデータの種類などを示すサービス自体を独自に定義してもよい。その場合には、サー
ビスタイプに設定される値を独自に定義すればよい。
【００５０】
　図７は、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームの構成例を
示した説明図である。図７に示したように、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅ
ｓｐｏｎｓｅフレームは、処理の信号パターンを有するプリアンブル、送信元や宛先など
のアドレス情報を含むＭＡＣヘッダ、他の無線機器１０からの要求に対する返信フレーム
として定義されるＧＡＳ＿Ｉｎｉｔｉａｌ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅ＿Ｆｒａｍｅ、および、フ
レーム内の誤りを検出するためのＦＣＳを含む。また、ＧＡＳ＿Ｉｎｉｔｉａｌ＿Ｒｅｓ
ｐｏｎｓｅ＿Ｆｒａｍｅは、ＧＡＳヘッダおよびＡＮＱＰ（Ａｃｃｅｓｓ＿Ｎｅｔｗｏｒ
ｋ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅを含む。
【００５１】
　ここで、本発明の実施形態によるＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅは、無線機
器１０Ａまたは無線機器１０Ｂの一方の有する機器情報を含んでもよい。例えば、ＡＮＱ
Ｐ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅに含まれるサービスタイプまたはペイロードには、Ｓ
ｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームの送信元の無線機器１０
に関する機器情報が記載される。ＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅは、拡張フィ
ールドに相当する。Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームを
使用する場合においても、ＡＮＱＰ＿Ｑｕｅｒｙ＿Ｒｅｑｕｅｓｔフレームと同様な手法
により、ＤＬＮＡデバイスの性能、対応可能なコンテンツデータの種類を示す値を独自に
定義することが可能である。
【００５２】
　ここで図５を参照して無線機器１０Ａの構成の説明に戻ると、無線機器１０Ａの記憶部
１３０Ａは、無線機器１０Ｂに関する機器情報を、当該無線機器１０Ｂの識別情報である
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機器識別情報と対応付けて記憶する。無線機器１０Ｂに関する機器情報としては、例えば
、ＤＬＮＡデバイスの性能、対応可能なコンテンツデータの種類などが挙げられ、無線機
器１０Ｂに関する機器情報は、これらのうちの少なくともいずれか１つであってもよい。
【００５３】
　なお、このような当該機器識別情報および機器情報を記憶する記憶部１３０Ａは、不揮
発性メモリ、磁気ディスク、光ディスク、およびＭＯ（Ｍａｇｎｅｔｏ　Ｏｐｔｉｃａｌ
）ディスクなどの記憶媒体であってもよい。不揮発性メモリとしては、例えば、ＥＥＰＲ
ＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂｌｅ　Ｒｅ
ａｄ－Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）、ＥＰＲＯＭ（Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａ
ｂｌｅ　ＲＯＭ）があげられる。また、磁気ディスクとしては、ハードディスクおよび円
盤型磁性体ディスクなどがあげられる。また、光ディスクとしては、ＣＤ（Ｃｏｍｐａｃ
ｔ　Ｄｉｓｃ）、ＤＶＤ－Ｒ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｃ　Ｒｅｃ
ｏｒｄａｂｌｅ）およびＢＤ（Ｂｌｕ－Ｒａｙ　Ｄｉｓｃ（登録商標））などがあげられ
る。
【００５４】
　通信制御部１４０Ａは、無線通信部１２０Ａによる無線機器検出処理、無線接続を確立
するための接続処理、および機器情報の通信などを制御する。通信制御部１４０Ａは、無
線機器検出処理において、機器情報の通信を制御（開始）する。機器情報の通信方法など
については、図面を参照しながら詳細に後述する。
【００５５】
　機器情報の通信により、通信制御部１４０Ａは、無線機器１０Ｂに関する機器情報を無
線機器１０Ｂから直接取得してもよいし、無線機器１０Ｂからは無線機器１０Ｂに関する
機器情報を識別するための情報を取得し、取得した情報に基づいて、無線機器１０Ｂ以外
の機器から無線機器１０Ｂに関する機器情報を取得してもよい。無線機器１０Ｂに関する
機器情報を識別するための情報は、無線機器１０Ｂに関する機器情報の所在を示すＵＲＬ
であってもよい。
【００５６】
　表示部１７０は、無線通信部１２０Ａによる機器情報の通信により取得された機器情報
を表示することができる。上記したように、表示部１７０は、例えば、無線機器１０Ｂの
識別情報である機器識別情報と対応付けられて記憶されている機器情報を、無線機器１０
Ｂの無線通信部１２０Ｂから取得された機器情報として表示することができる。機器情報
の表示方法などについても、図面を参照しながら詳細に後述する。
【００５７】
　操作部１６０は、無線機器１０Ａのユーザからの操作を受け付ける機能を有しており、
主に、表示部１７０により表示される画面を生成するための操作を受け付けることができ
る。例えば、通信制御部１４０Ａは、操作部１６０により受け付けられた操作に基づいて
画面を生成し、生成した画面を表示部１７０に表示させることも可能である。操作部１６
０は、表示部１７０により表示される画面を更新するための操作を受け付けることもでき
る。この場合には、例えば、通信制御部１４０Ａは、操作部１６０により受け付けられた
操作に基づいて画面を更新し、更新した画面を表示部１７０に表示させることも可能であ
る。
【００５８】
　無線機器１０Ｂの無線通信部１２０Ｂは、無線機器１０Ａの無線通信部１２０Ａと同様
に、通信制御部１４０Ｂによる制御に従い、周囲の無線機器１０Ａを検出するための通信
、検出した無線機器１０Ａとの無線接続を確立するための通信、および無線機器１０Ａと
の機器情報の通信などを行う。また、無線通信部１２０Ｂは、無線機器検出処理において
、機器情報を例えばＷｉ－Ｆｉダイレクトで規定される上述したＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓ
ｃｏｖｅｒｙ手順を用いて通信する。このＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ手順によ
り、無線機器１０Ｂの通信制御部１４０Ｂが、無線機器１０Ａとの接続確立前に機器情報
を通信することが可能となる。
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【００５９】
　無線機器１０Ｂの記憶部１３０Ｂは、無線機器１０Ｂに関する機器情報を記憶している
。なお、無線機器１０Ｂも無線機器１０Ａが有する操作部１６０、表示部１７０などと同
様の機能を有する構成を備えることとしてもよい。
【００６０】
　通信制御部１４０Ｂは、無線通信部１２０Ｂによる無線機器検出処理、無線接続を確立
するための接続処理、および機器情報の通信などを制御する。通信制御部１４０Ｂは、無
線機器検出処理において、上記の機器情報の通信を制御（開始）する。かかる構成により
、機器情報を通信する際に、無線機器１０Ａおよび１０Ｂが不要に接続されてしまうこと
を防止できる。
【００６１】
　上記したように、通信制御部１４０Ｂは、例えば、無線機器検出処理において、Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームにより機器情報を無線機器１
０Ａに送信するように制御（開始）することができる。そのとき、通信制御部１４０Ｂは
、所定の条件を満たすか否かを判断し、満たす場合には、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖ
ｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームにより機器情報を無線機器１０Ａに送信するように制
御（開始）し、満たさない場合には、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏ
ｎｓｅフレームにより機器情報を無線機器１０Ａに送信しないように制御してもよい。
【００６２】
　例えば、通信制御部１４０Ｂは、無線機器１０Ａから送信されたＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉ
ｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレームに、検索対象とする無線機器１０Ｂの機器情報が設
定されている場合には、設定されている機器情報と無線機器１０Ｂに関する機器情報とが
合致するか否かを判断し、合致する場合には、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅフレームを無線機器１０Ａに送信するように制御（開始）し、合致しない
場合には、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒｅｓｐｏｎｓｅフレームを無線機器
１０Ａに送信しないように制御してもよい。
【００６３】
　　　　（動作例）
　以上、本発明の実施形態による無線機器１０の構成を説明した。続いて、図８を参照し
、本発明の実施形態による無線機器１０の動作例を説明する。
【００６４】
　図８は、本発明の実施形態による無線機器１０の全体動作を示したシーケンス図である
。図８に示したように、実施形態による無線機器１０Ａおよび１０Ｂは、無線機器検出を
行い（Ｓ１１０）、無線ネットワークの設定前、およびＩＰネットワークの設定前に、無
線機器１０Ａは、無線機器１０Ｂに関する機器情報を取得し、取得した機器情報を表示す
る（Ｓ１２０）。
【００６５】
　ここで特筆すべき点は、無線機器１０Ａが、無線機器検出の段階で無線機器１０Ｂに関
する機器情報を取得し、取得した機器情報を表示することである。以下、このような無線
機器検出の段階における処理をより具体的に説明する。
【００６６】
　　　　（無線機器検出の段階における処理）
　以上、本発明の実施形態による無線機器１０の動作例を説明した。続いて、図９～１４
を参照し、無線機器検出の段階における処理の詳細について説明する。
【００６７】
　図９は、本発明の実施形態による無線通信システム１の構成例を示した説明図である。
図９に示したように、本発明の実施形態による無線通信システム１の一例としての無線通
信システム１Ａは、無線機器１０Ａを備えると共に、無線機器１０Ｂの例としての無線機
器１０Ｂ１～１０Ｂ５を備える。なお、図９には、説明の都合上、無線機器１０Ｂの例が
無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の５台示されているが、無線機器１０Ｂの数は特に限定され
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るものではない。
【００６８】
　図１０は、図９に示した無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々に関する機器情報の例を示
した説明図である。図１０において、「ＵＰｎＰ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「Ｕ
ＰｎＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」は、例えば、上記したＵＰｎＰデバイスの種類また
はＵＰｎＰサービスの種類に相当するものである。「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃｌａｓ
ｓ」は、例えば、上記したＤＬＮＡデバイスの種類に相当するものである。「ＤＬＮＡ　
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」は、例えば、上記したＤＬＮＡデバイスの性能に
相当するものである。「ＤＬＮＡ　Ｍｅｄｉａ　Ｃｌａｓｓ」は、上記した対応可能なコ
ンテンツデータの種類に相当するものである。
【００６９】
　なお、図１０に示した「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」に「＋ＵＰ
＋」が設定されている無線機器１０Ｂは、当該無線機器１０Ｂに対してコンテンツデータ
をアップロードすることが可能である旨を示しており、「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａ
ｐａｂｉｌｉｔｙ」に「＋ＤＮ＋」が設定されている無線機器１０Ｂは、当該無線機器１
０Ｂからコンテンツデータをダウンロードすることが可能である旨を示している。
【００７０】
　図１１～図１４は、図１０に示した機器情報を有する無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５を無
線機器検出する場合に実行される処理の流れの例を示すシーケンス図である。図１１に示
すように、まず、無線機器１０Ａは、「Ｓｅａｒｃｈ　ａｌｌ　ｓｅｒｖｉｃｅ」を無線
機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々に対して行う。この「Ｓｅａｒｃｈ　ａｌｌ　ｓｅｒｖｉ
ｃｅ」は、上記した例では、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレーム
の送信により行われる。
【００７１】
　無線機器１０Ａにより「Ｓｅａｒｃｈ　ａｌｌ　ｓｅｒｖｉｃｅ」が行われると、無線
機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々は、機器情報を無線機器１０Ａに返信する。図１１には、
無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々が、機器情報としてＵＰｎＰデバイスの種類またはＵ
ＰｎＰサービスの種類を無線機器１０Ａに返信する例が示されている。例えば、無線機器
１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々は、図１０に示すように設定されている「ＵＰｎＰ　Ｄｅｖｉ
ｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「ＵＰｎＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」を無線機器１０Ａに返
信する。機器情報の返信は、上記した例では、Ｓｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｒ
ｅｓｐｏｎｓｅフレームの送信により行われる。
【００７２】
　図１２には、無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々が、ＵＰｎＰデバイスの種類またはＵ
ＰｎＰサービスの種類、ＤＬＮＡデバイスの種類、ＤＬＮＡデバイスの性能、および対応
可能なコンテンツデータの種類を無線機器１０Ａに返信する例が示されている。例えば、
無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々は、図１０に示すように設定されている「ＵＰｎＰ　
Ｄｅｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「ＵＰｎＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」、「ＤＬＮＡ
　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃｌａｓｓ」、「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」お
よび「ＤＬＮＡ　Ｍｅｄｉａ　Ｃｌａｓｓ」を無線機器１０Ａに返信する。
【００７３】
　図１３には、無線機器１０Ａが、機器情報を特定し、特定した機器情報に合致する機器
情報を有する無線機器１０Ｂを検索する例について示されている。まず、無線機器１０Ａ
は、「Ｓｅａｒｃｈ　Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」を無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々
に対して行う。この「Ｓｅａｒｃｈ　Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」は、上記した例では、
「ＵＰｎＰ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「ＵＰｎＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」
として「Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」が設定されたＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ
＿Ｑｕｅｒｙフレームの送信により行われる。
【００７４】
　無線機器１０Ａにより「Ｓｅａｒｃｈ　Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」が行われると、「
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ＵＰｎＰ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「ＵＰｎＰ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」が
「Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」である無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ４は、機器情報を無線機
器１０Ａに返信する。「ＵＰｎＰ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」または「ＵＰｎＰ　Ｓｅｒ
ｖｉｃｅ　Ｔｙｐｅ」が「Ｍｅｄｉａ　Ｓｅｒｖｅｒ」ではない無線機器１０Ｂ５は、機
器情報を無線機器１０Ａに返信しない。
【００７５】
　図１４に示した例では、まず、無線機器１０Ａは、「Ｓｅａｒｃｈ　＋ＵＰ＋」を無線
機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々に対して行う。この「Ｓｅａｒｃｈ　＋ＵＰ＋」は、上記
した例では、「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」として「＋ＵＰ＋」が
設定されたＳｅｒｖｉｃｅ＿Ｄｉｓｃｏｖｅｒｙ＿Ｑｕｅｒｙフレームの送信により行わ
れる。
【００７６】
　無線機器１０Ａにより「Ｓｅａｒｃｈ　＋ＵＰ＋」が行われると、「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖ
ｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌｉｔｙ」が「＋ＵＰ＋」である無線機器１０Ｂ１および１０Ｂ３
は、機器情報を無線機器１０Ａに返信する。「ＤＬＮＡ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｃａｐａｂｉｌ
ｉｔｙ」が「＋ＵＰ＋」ではない無線機器１０Ｂ２、１０Ｂ４および１０Ｂ５は、機器情
報を無線機器１０Ａに返信しない。
【００７７】
　　　　（機器情報の表示例）
　以上、本発明の実施形態による無線機器検出の段階における処理の詳細を説明した。続
いて、図１５～１８を参照し、機器情報の表示例について説明する。
【００７８】
　図１５～図１８は、無線機器１０Ｂ１～１０Ｂ５の各々が図１０に示した機器情報を有
している場合における機器情報の表示例を示す図である。無線機器１０Ａは、無線機器１
０Ｂの機器情報を表示することができるが、例えば、機器情報ごとにその機器情報を有し
ている無線機器１０Ｂを表示するようにしてもよい。例えば、無線機器１０Ａは、コンテ
ンツデータの種類ごとにそのコンテンツデータの種類に対応可能な無線機器１０Ｂが設定
された画面を生成し、生成した画面を表示することができる。
【００７９】
　図１５には、「Ｉｍａｇｅ」に対応可能な無線機器１０Ｂ１、１０Ｂ３および１０Ｂ４
が設定された画面１７１の表示例が示されている。また、図１６には、「Ａｕｄｉｏ」に
対応可能な無線機器１０Ｂ２および１０Ｂ４が設定された画面１７２の表示例が示されて
いる。図１５に示した画面１７１と図１６に示した画面１７２との間における切り替えは
、例えば、ユーザによる切り替え操作により行うことが可能である。
【００８０】
　図１７には、無線機器１０Ｂ１および１０Ｂ３に対してコンテンツデータをアップロー
ドすることが可能である場合における無線機器１０Ｂ１および１０Ｂ３が設定された画面
１７３の表示例が示されている。図１８には、無線機器１０Ｂ２および１０Ｂ３からコン
テンツデータをダウンロードすることが可能である場合における無線機器１０Ｂ２および
１０Ｂ３が設定された画面１７４の表示例が示されている。図１７に示した画面１７３と
図１８に示した画面１７４との間における切り替えは、例えば、ユーザによる切り替え操
作により行うことが可能である。
【００８１】
　　＜４．むすび＞
　以上説明したように、本発明の実施形態による無線機器１０Ａは、周囲の無線機器１０
Ｂの検出処理において周囲の無線機器１０Ｂから受信された機器情報を表示することがで
きる。かかる構成により、無線機器１０Ａと無線機器１０Ｂとが不要に接続されてしまう
ことを防止できるので、消費電力を削減することが可能である。また、無線機器１０Ａと
無線機器１０Ｂとが接続されるのを待たずして機器情報を表示することができるので、迅
速に機器情報を表示することが可能になる。
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【００８２】
　なお、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【００８３】
　例えば、本明細書の無線機器１０の処理における各ステップは、必ずしもシーケンス図
として記載された順序に沿って時系列に処理する必要はない。例えば、無線機器１０の処
理における各ステップは、シーケンス図として記載した順序と異なる順序で処理されても
、並列的に処理されてもよい。
【００８４】
　また、無線機器１０に内蔵されるＣＰＵ１０１、ＲＯＭ１０２およびＲＡＭ１０３など
のハードウェアを、上述した無線機器１０の各構成と同等の機能を発揮させるためのコン
ピュータプログラムも作成可能である。また、該コンピュータプログラムを記憶させた記
憶媒体も提供される。
【符号の説明】
【００８５】
　１、１Ａ　無線通信システム
　１０、１０Ａ、１０Ｂ　無線機器
　１２０Ａ、１２０Ｂ　無線通信部
　１３０Ａ、１３０Ｂ　記憶部
　１４０Ａ、１４０Ｂ　通信制御部
　１６０　操作部
　１７０　表示部
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